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表紙H本一のもちつきだよ

　火伏せ地蔵で知られる平岩地蔵尊の大
祭が、2月15日から17日まで行われまし

た。大祭期間中は、市の文化財に指定さ
　　　　　ニニう　ご　ん　　し　　ぞ　う　ぞ　ん　　ざ　　じ　う　　　　　　　り　　け　へ　ろ　こ　　ヒ

れている「勝軍地蔵尊座像」「利剣六字

名号」「阿弥陀如来像∫「庖瘡神疎」のご

開帳とともに、名物のやぐらもちつきが

あり、参拝客でにぎわいました。

　やぐらもちつきは、高さ7メートルに

組まれたやぐらに据えられた大きなきね

を、参拝客らがきねに取り付けられた綱

を引きながらつくもちつき。小さな子供

たちは、逆に綱に引っ張られながらも一

生懸命にもちをつきました。

■
特
集

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
市
民
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告

「
は
ば
た
け
一
・
日
影
」
5
，
加
・
山
下
・
創
遙
5

■
市
政
の
動
き

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
公
表
、
生
後
3
か
月
か
ら
中
学
生
ま

で
の
予
防
接
種
、
塩
見
橋
の
完
成
を
祝
っ
て
渡
り
初
め
、
第

4
次
日
向
市
総
合
計
画
原
案
を
審
議
会
へ
諮
問
、
平
成
1
3
年

度
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
な
ど

■
ま
ち
の
話
題

大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
春
季
キ
ャ
ン
プ
歓
迎
式
に
市
民
5

0
0
人
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
考
え
る
、
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
1
3
年
度
奨
学
生
の
募
集
、
ホ
ー
ム
の
教
養
講
座
受
講
生

の
募
集
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い
ほ
か

かこの広報紙は再生紙を使用しています。
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特
集
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
市
民
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言

「
は
ば
た
け

日
向
」
～
参
加

●

連
携
・
創
造
～

o・！

市長に提言書を提出する甲斐副会長ら

　
日
向
市
は
昭
和
2
6
年
4
月
1
日
、
富
島
町
と
岩
脇
村
が
合
併
し
、
県
下
で
6

番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
3
0
年
1
月
1
日
に
は
、
美
々
津
町
と

合
併
し
て
現
在
の
市
域
と
な
り
、
今
年
4
月
1
日
、
市
制
施
行
5
0
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
祝
う
た
め
に
市
は
、
日

向
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
市
民
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
委
員
会
と
し
て
の
意
見
が
ま
と
ま
り
、
2
月
2
日
、
市
長
に
提
言
し

ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
委
員
会
か
ら
提
言
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
日
向
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
市

民
検
討
委
員
会
は
昨
年
1
0
月
1
9
日
、
日

向
市
長
か
ら
委
嘱
、
任
命
を
受
け
た
市

内
の
各
種
団
体
の
代
表
ら
2
1
人
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
5
回
の
会
議

や
小
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
、
5
0
周
年
記
念
事
業
の
「
趣
旨
」

「
基
本
的
な
考
え
方
」
「
記
念
事
業
」
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

21

｢
紀
の
新
し
い
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

50

N
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
先
人

亀

た
ち
の
英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
、
今
目
の
日
向
市
の
礎
が
築
か
れ
て

き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
記
念
事
業
の
趣
旨
を

「
市
制
施
行
5
0
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、

日
向
市
の
半
世
紀
を
振
り
返
り
先
人
た

ち
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
市

民
の
自
主
的
な
参
加
と
連
携
の
も
と
に

子
供
た
ち
に
誇
れ
る
日
向
市
を
残
し
、

21

｢
紀
の
新
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
小

中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
委
員

会
で
検
討
し
た
結
果
、
「
『
は
ば
た
け
！

特集　市制施行50周年市民検討委員会からの提言

一
．

日
向
』
～
参
加
・
連
携
・
創
造
～
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来
に
向

か
っ
て
躍
動
す
る
日
向
市
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て

具
体
的
な
記
念
事
業
を
提
言

　
5
0
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

で
既
に
決
め
て
取
り
組
み
の
始
ま
っ
て

い
る
事
業
、
今
後
取
り
組
み
が
予
想
さ

れ
る
事
業
を
除
き
、
委
．
員
会
と
し
て
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
た
次
の
事
業

を
提
言
し
ま
し
た
。

■
市
民
自
主
企
画
支
援
事
業
1
1
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
、
団
体
な
ど
市
民
が
自

主
的
に
企
画
・
運
営
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

イ
ベ
ン
ト
等
に
助
成
を
行
う
も
の

■
子
供
文
化
祭
1
一
小
・
中
学
生
及
び
高

校
生
の
参
加
に
よ
る
意
見
発
表
会
（
子

供
討
論
会
）
、
美
術
展
、
音
楽
祭
、
囲

碁
・
将
棋
大
会
な
ど

■
日
向
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
ー
1

、f

日
向
市
社
会
福
祉
大
会
と
日
向
市
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
等
を
総
括
し
、
健
常
者

や
障
害
者
、
高
齢
者
等
が
一
堂
に
会
し

て
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
日
向
市
の

福
祉
を
考
え
る
機
会
と
す
る
も
の

■
日
向
・
入
部
郷
土
芸
能
祭
1
1
日
向
入

郷
地
域
内
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
等
を
一

同
に
集
め
て
披
露
す
る
も
の

■
森
と
川
と
海
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
1
日
向

市
民
の
命
の
水
を
支
え
て
い
る
思
川
流

域
の
町
村
の
人
々
と
流
域
の
環
境
保
全

に
つ
い
て
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
す
る
も
の

■
植
樹
祭
1
1
市
民
の
記
憶
と
し
て
残
す

た
め
、
多
く
の
市
民
参
加
に
よ
る
桜
や

広
葉
樹
等
の
植
樹
を
行
う
も
の

■
日
向
市
1
0
0
景
写
真
展
と
歴
史
展

1
1
市
内
を
代
表
す
る
1
0
0
景
の
写
真

展
と
歴
史
展
を
開
催
し
、
日
向
市
の
自

然
等
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
郷
土
愛

を
育
成
す
る
も
の

■
日
向
市
総
合
美
術
展
覧
会
1
1
広
く
作

品
発
表
の
場
と
機
会
を
提
供
し
、
地
域

①
市
民
の
自
主
的
な
参
加
を
基
本
姿
勢
と
し
て
事
業
を
行
う
。

②
2
1
世
紀
の
日
向
市
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
参
加
し
、
連
携
し
、
創
造
す
る

　
事
業
を
行
う
。

③
人
と
人
、
地
域
と
地
域
の
連
携
を
深
め
、
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
を
創
造

　
し
て
い
く
事
業
を
行
う
。

④
日
向
市
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
未
来
へ
つ
な
げ
る

　
事
業
を
行
う
。

⑤
日
向
市
の
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
を
行
う
。

⑥
日
向
市
の
2
1
世
紀
へ
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
テ
ー
マ
を
考
え

　
る
機
会
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
美
術
文
化
水
準
の
向
ヒ
を
図
る
も
の

■
市
民
音
楽
祭
1
ー
コ
ー
ラ
ス
・
ピ
ア

ノ
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
等
の
演
奏
会
を
合

同
で
行
う
も
の

■
テ
レ
ビ
番
組
誘
致
1
1
N
H
K
の
B
S

フ
ォ
ー
ク
大
全
集
の
公
開
番
組
（
8
月

2
日
実
施
予
定
〉
誘
致

■
テ
レ
ビ
番
組
と
市
民
イ
ベ
ン
ト
ー
ー
テ

レ
ビ
番
組
「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

の
出
張
鑑
定
を
依
頼
し
、
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
を
全
国
に
P
R
す
る
も
の

■
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
時
市
民
の
健

康
・
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る

も
の
（
7
月
2
8
日
実
施
予
定
）

■
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
市
民
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ー
1
日
向
市
の
5
0
周
年
、
将
来
の

口
向
市
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
日
向
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
機
会
を
与
え
る
も
の

市
民
が
主
役
の
記
念
事
業

歴
史
を
つ
く
る
の
は
あ
な
た
で
す

P一一ｨ寵≡

　
今
回
、
委
員
会
か
ら
提
言
を
受
け
た

各
事
業
は
、
新
た
に
組
織
す
る
日
向
市

言
霊
行
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

で
事
業
決
定
し
ま
す
。
こ
の
実
行
委
員

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
関
係
す
る

団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
「
参
加
・
連
携
・
創
造
」
。

つ
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
で

す
。
あ
な
た
の
声
が
、
行
動
が
、
明
日

の
日
向
市
の
歴
史
を
つ
く
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア

　
　
　
い
た
だ
き
ま
す

　
市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自

主
的
に
企
画
・
運
営
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
助
成
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
事
業
1
1
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
日
向
市
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
も
の
で
、
上
記
の
「
記
念
事
業

の
基
本
的
な
考
え
」
の
②
～
⑥
に

合
致
す
る
も
の

◇
条
件
1
1
①
平
成
1
3
年
度
中
に
市

内
の
提
案
者
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体

を
含
む
）
で
自
主
的
に
運
営
実
施

す
る
こ
と
、
②
提
案
者
は
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
各
実
施
グ
ル

ー
プ
会
議
等
に
出
席
し
、
各
グ
ル

ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め

る
こ
と
、
③
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

に
際
し
て
は
、
参
加
者
の
安
全
を

必
ず
確
保
す
る
こ
と

◇
助
成
額
1
1
原
則
と
し
て
1
件
1

0
0
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法
1
1
所
定
の
応
募
用
紙

に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
（
応
募
用

紙
は
、
市
企
画
課
及
び
各
支
所
に

あ
り
ま
す
）

◇
応
募
期
限
1
1
3
月
末
日
（
当
日

消
印
有
効
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
闘
志
企

画
課
（
盤
内
線
2
2
1
5
）

3
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⑲生後3か月から中単生までの予防接種市正欝鍵『窟一

すべての予防接種は、病院・医院で実施します。予防接種を受ける際には、次のことに気をっけましょう。

①必ず保護者等で子供の状態のよく分かる人が連れていってください。近所の人や親の友人等では受付で

きません，②すでに配布済のr予防接種と子供の健康』を必ず読んでお受けください。

予防接種名 対　象　年　齢 回数 間　　　　隔 実　施　時　期

ツベルクリン
@BCG

生後3～48か月未満ツベルクリン反応の結果、陰性の人だけBCGを接種

1回 年間を通じて実施

三種混合
Wフテリア

@百日咳

@破傷風

@1期追加　生後3～90か月未満

@　2期　小学6年生「（2混で実施）

P回

黶@　　　　　　■　　　　一　　　　一

P回

P期初回接種（3回）終了後、
P2～18か月の間隔をおく一　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　＿　　　＿ 年間を通じて実施

（百B咳にかかった人のみ）

@　二種混合
i　破傷風ジフテリア）

@1期追加　生後3～90か月未満

@　　　2期　小学6年生

P回

黶@　　　一　　　一　　　　一　　　　一

P回

　　　4～6週一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一　　　冒　　　　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

P期初回接種（2回）終3後、

@乳幼児期に最低3回

@接種している人のみ

年間を通じて実施

ポリオ 生後3～90か月未満 2回 5月、11月のみ実施

麻しん 生後12～90か月未満 1回 年間を通じ亡実施

風しん
元亀込9助柱担瞳一綴り璽賜鉱　　　中学生（12～15歳）

1回 年間を通じて実施

日本脳炎

@　　　3期　14・15歳 P回

年間を通じて実施

必ず電話予約をしてお受けください

病院・医院名 電　話
一年を通して実施する予防接種名

3　混 2　混 持し 風しん E〕脳 ノ、リオ ツ反・BCG
実施曜日 実施時間

家　村　内　科 55－0600 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 火・木 14100～17：00

医　心　内　科 55－0157 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月・火依途 15：0D～17：00

今給黎医院 54－2459 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 15100～16：00

大久保外科胃腸科医院 52－5338 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 目・火・木・金 13：30～

緒　方　医　院 53－6333 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月～土
甲斐外科医院 53－5000 ○ ○ ○ ○ ○ × × 水・木 14：00～17：00

くろき胃腸科・内科 55－0505 ○ ○ ○ ○ ○ 水・木 15；OG～17：GO

古賀内科胃腸科 52－8118 ○ ○ ○ ○ ○ × 水 14：00～15：00

児玉小児科医院 52－2530 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 昌．火・木．
P第2．4監除く）

13；30～14130

こ口もクリニックたしろ 56－1515 ○ ○ ○ ○ ○ 目・火・水金士 14：00～15：00

済生会日向病院 63－1321 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 火 14：30～15；00

鮫　島　病　院 54－6801 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 金 16：00～17：00

瀧　井　病　院 52－2409 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千代田病院 52－7111 ○ ○ ○ 第3週火 火 14：00～15：0Q

太陽クリニック 56－0030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月～土
二　木　医　院 54－4468 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 第3週火 火・水・木 9：30～17：00

松岡内科医院 52－5407 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月～金 13：30～16：30

三　股　病　院 58－0034 ○ ○ ○ ○ ○ 第2・4週火 第2週火 火 14：00～16：00

山元小児科医院 53－6066 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 目・火・木・金 14：00～15：30

吉田クリニック 55－0770 ○ ○ ○ ○ ○ 第3週火 木 15：00～15：30

吉　森　医　院 52－4046 ○ ○ ○　　　○ ○ × 叩 ～1　．　」　．　一　　　｝
y〔900～ロ．30｝

和　田　病　院 52－0011 第2・3週 第2・3週 第2・3週第2・3週 第2・3週 × 第1週 月　　16；00～17：00

■上記以外にも小・中学生については、下記の学校医の協力をいただいて接種できます。

病院・医院名 電　話 日本脳炎 風しん （2混）ジフテリア 実施曜日 実施時間 対象とする学校
向洋クリニック 52－5488 ○ ○ ○ 木・金 16：00～17：00 富高小学校児童
三ケ尻整形外科 52－5557 ○ × ○ 水・金 15：00～16：30 旧知屋小学校児童
黒　木　医　院 52－6055 ○ ○　　　○ 細島小学校児童・細島に居住する［P学生

（

①

緬 ，

「
O

」 1－
《
・

■人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
平成11年度

住民蔓本台帳人口
H12331現在59，844人

　歳出額A
23、256，099千円

　人件費B
4385，444千円

人件費率B／A

　189％

（注）人件費には、特別職の給与及び報酬を含みます

目職員給与費の状況（普通会計予算）

区　　分 職員数A
給　　　与　　　費

給　　料 職員手当 期末・勇勉手当　　計　　　B

1人当た二二

@B／A

平成12年度 482人 2，014，613千円 322，378千円 917、010千円　3，254，001千円 6，751千円

（注）1．特別職、教育長を除きます

　　2．職員手当には、退職手当は含みません
　　3．給与費は、平成12年度当初予算に計kされた額であり、給与改定分として〔〕．5％を含みます

囹職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

　　　　　　　一般行政職
　区　分
　　　　平均給料月額平均年齢
　日向市　　344、637円　　41．0歳

　国　　　　323、527円　　　40．5歳

團職員の初任給の状況

回巴員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

　区分経験年数10年経験年数15年経験年数20年
　　般大学卒　269．457円

行政職高校卒　242．200円

318，040円　　374，080円

280，571円　　34L242円

囹一般行政職の級別職員数の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計
標準的な
E溺内容

主事 主事 主事 主事 主事
主事・主査

W長・補佐

　主査
W長・補佐

主幹
ﾛ長

課長
一

職員数 0人 2入 41人 34人 32人 35人 95人 28人 8人 275人

構成比 0％ 0．7％ 14．9％ 12．4％ 11．6％ 12．7％ 34．6％ 10．2％ 2．9％ 100％

　（注）日向市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です

回職員手当の状況

　（1）期末・勤勉手当

区　分

6月期

12月期

3月置

　計

その他の

　算措置

日向市

期末手当

1．45月分

1．6月分

0．55月分

3，6月分

勤勉手当

0，6月分

0．55月分

職制上の段階、職務の級

等による加算措置　　有

期末手当

1．45月分

1．6月分

0．55月分

3．6月分

動勉手当

0．6月分

0．55月分

職制上の段階、職務の級

等による加算措置　　育

圖特別職の報酬などの状況（平成8年12月1日適用）

区　分 給料・報酬
期　末　手　当

6月目 12月目 3月期 計

市　長 865，000円

助　役 692，000円 1．45月分 1．6月分 0．55月分 3．6月分

収入役 618，000円

議　長 433，000円

副議長 379，000円 1，45F誹分 1．6月分 0，55月分 3，6月分

臨　員 358，000円

（2聖職手当

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て

条
例
や
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
1
2

年
4
月
－
日
現
在
の
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

区　分
日向市 国

自己酷伎給率 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21．0月分 28．875月分 21，0月分 28．875月分

動続25年 33．75月分 4455月分 33．75月分 44．55月分

勤続35年 47．5月分 62，7月分 47．5月分 62．7月分

最高隈度額 60，0月分 62．7月分 60，0月分 62．7月分

その他の

ﾁ算措置 一

定鯖早腿驕鵬置

@2％～20％順 一

定年前早期退臨倒措置

@2％～20％順

退職時

ﾁ別昇給 一
勧奨　2号

阡N　1号 『
1号

1人当たリ

ｽ均支給額

14，4↑5

迚~

28，984

迚~ 一 一

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した
　　職員に支給された平均一です
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工竣橋見塩

黙
黙
橘
の
完
成
を
祝
っ
て
濃
り
初
め

　
市
の
中
心
市
街
地
と
財
光
寺
地
区
を

結
ぶ
県
道
土
々
呂
日
向
線
の
改
良
工
事

に
伴
い
、
県
が
進
め
て
き
ま
し
た
塩
見

橋
の
架
け
替
え
工
事
が
終
了
し
1
月
1
8

日
、
完
成
式
が
現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
旧
塩
見
橋
の
す
ぐ
下
流
に
架
け
ら
れ

た
新
し
い
橋
は
、
全
長
1
1
9
メ
ー
ト

ル
、
幅
2
0
メ
ー
ト
ル
。
強
度
を
高
め
た

プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、

片
側
4
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
歩
道
に
は
、

友
好
都
市
・
中
国
差
益
市
の
御
影
石
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
の
左
右
1
か
所
に
は
、黒木重美夫妻を先頭に渡り初め

バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
地
元
の
小
学
生
や
市
民
の
参
加
に

よ
り
遡
上
産
の
ブ
ナ
の
木
を
用
い
た
手

す
り
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
塩
見
橋
は
、
昭
和
2
6
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
今
年
市
制
施
行
5
0
周
年

を
迎
え
る
日
向
市
と
共
に
、
歴
史
を
刻

ん
で
き
ま
し
た
が
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
渋
滞
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
旧
橋
は
、
来
年
度
ま
で
に
撤

去
さ
れ
る
見
通
し
で
す
．

　
完
成
式
は
、
午
前
1
0
時
か
ら
始
ま
り
、

山
本
市
長
を
は
じ
め
、
県
土
木
部
長
や

関
係
者
ら
約
－
正
0
人
が
出
席
。
神
事

や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
の
後
、

平
岩
秋
山
区
の
黒
木
重
美
さ
ん
（
7
2

歳
）
・
ユ
リ
子
さ
ん
（
7
8
歳
V
、
弘
信
さ
ん

（
4
7
歳
）
・
文
子
さ
ん
（
4
5
歳
）
、
進
也
さ

ん
（
2
5
歳
）
・
瑞
希
さ
ん
（
2
4
歳
）
の
3
世

代
夫
婦
を
先
頭
に
全
員
の
渡
り
初
め
で

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
山
本

市
長
は
、
「
塩
見
橋
は
、
地
域
か
ら
愛

さ
れ
る
橋
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
塩
見
橋
の
完
成
は
、

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
産
業
、
経
済
、
文
化
の
発
展
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
で
し
ょ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
新
塩
見
橋
は
、
1
月
1
9
日
か
ら
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
凹
㎜
・

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
ま
ち
づ
く
り

1
0
0
人
委
員
会
」
に
提
言
を
求
め

た
ほ
か
、
3
0
0
0
人
の
市
民
意
識

調
査
や
女
性
議
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
意
見
の
募
集
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
庁
内

で
組
織
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

や
専
門
部
会
で
素
案
を
策
定
し
、
再

度
1
0
0
人
委
員
会
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
総
合
計
画
策
定
委
員
会
で
原

案
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
1
0
年
間
の
基
本
構

想
、
5
年
間
の
基
本
計
画
か
ら
な
り
、

策
定
に
当
た
っ
て
は
既
存
の
諸
計
画

及
び
国
・
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を

図
る
と
と
も
に
、
数
値
目
標
を
設
定

す
る
な
ど
分
か
り
や
す
い
計
画
に
し

ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
諮
問
を
受
け
た
総
合
計
画
審
議
会

で
は
、
2
月
下
旬
に
市
長
に
答
申
し
、

市
は
3
月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で

す
。　

総
合
計
画
を
諮
問
す
る
に
当
た
り

山
本
市
長
は
、
「
1
0
0
人
委
員
会

に
精
力
的
に
議
論
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
市
民
の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
原

案
が
で
き
ま
し
た
。
輝
け
る
日
向
市

の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
長
期
計
画
と

し
た
い
」
と
、
原
案
を
審
議
会
会
長

の
日
高
基
秀
商
工
会
議
所
会
頭
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
高
会
長
は
「
鉄

道
高
架
事
業
や
東
九
州
自
動
車
道
建

設
、
細
島
港
整
備
な
ど
、
将
来
に
明

る
い
材
料
が
あ
る
。
子
供
た
ち
に
い

い
ま
ち
を
残
す
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

総
合
計
画
原
案
を
諮
問
す
る
山
本
市
長

皐
か

1
飼
覧

∩

愛
犬
に
愛
情
／
本

溢

．
麟

霧
霧

登
録
は
生
涯
1
回

予
防
注
射
は
年
1
回

　
平
成
1
3
年
度
の
畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
犬
の
飼
い
主
の

皆
さ
ん
は
、
飼
い
犬
に
対
し
て

生
涯
－
回
の
登
録
と
年
－
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
犬
は
、
生
後
3

か
月
以
上
の
犬
で
す
。
現
在
、

病
気
や
妊
娠
中
の
犬
は
、
当
日

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
登
録
し
て
あ
る

犬
は
、
改
め
て
登
録
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
途
、
郵
送

す
る
「
通
知
書
（
は
が
き
ご
を

持
参
の
う
え
、
注
射
だ
け
を
受

　
　
ノ

　
　
（
．

け
て
く
だ
さ
い
．

　
料
金
は
登
録
、
注
射
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
0
円
で
す
。

　
大
切
な
愛
犬
だ
か
ら
こ
そ
、

愛
情
の
こ
も
っ
た
予
防
注
射
－

本
を
忘
れ
ず
に
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

（
君
内
線
2
1
4
0
）
ま
た
は

日
向
保
健
所
（
容
5
2
－
5
1
0

1
）
へ
。

か
わ
い
い
だ
け
で
は
ダ
メ

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、

か
わ
い
い
だ
け
で
は
飼
え
ま
せ

ん
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
が
必
要

で
す
。

　
糞
の
後
始
末
は
も
ち
ろ
ん
、

む
だ
吠
え
を
さ
せ
た
り
、
放
し

飼
い
を
し
た
り
せ
ず
、
最
低
限

の
し
つ
け
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
、
飼
い
主
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
最
近
、
近
隣
市
町
村
で
、
犬

に
よ
る
人
身
事
故
が
連
続
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
に
と
っ
て
は
、
従
順

で
か
わ
い
い
犬
も
、
時
と
し
て

他
人
に
と
っ
て
は
凶
器
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
小

さ
い
子
供
の
場
合
、
即
大
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
愛
犬
だ
け
は
大
丈

夫
」
と
考
え
ず
、
し
っ
か
り
と

し
た
方
法
で
飼
う
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

平成13年度畜犬登録・予防注射日程表
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13：30～14：05

14’20～14：50

9：55～10：40

14：00～14：50

9：55～10；10

10：25～10：40

1　　～1　．45
14：00～14　15

14：25～14，50

10：05～10：15

10：25～10：40

13：55～14：15

14：25～14：50

10：00～10：40

14；15～14：50
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14：15～14：50

場　　所

高松公民館
落鹿公民館
別府公民館

美々津公民館
美々津老人福祉センター

駅通り公民館

余瀬営農研修センター

飯谷公民館

学校給食共同調理場

秋山公民館
向洋台公民館

籾木集落センター
鵜毛公民館

笹野西公民館
本村公民館
曙公民館

松原公民館

切島山2区菜切集会所

比良公民館

往還公民館

奥野集落センター
中村農村婦人の家

西草場公民館
市立図書館前

西川内公民館
本谷営農研修センター

迎洋園公民館
不動寺公民館

細島保育所北側

曽根公民館

江良公民館
ム　　　・1　入口

長江公民館

花ケ丘公民館

南日向コミュニティセンター

細島公民館
日向保健所

庄手公民館

下原町公民館
永江公民館

大王谷公民館

日向保健所

日月

　4月

　2日

（月曜日）

詔
㈹

佃
㈱

田
㈲

明
㈹

田
㈲

畑
㈹

旧
茄

－
　
　
（

四
㈹

聞
㈹

田
印

朋
㈲

旧
㈹

※ご都合のよい日時・会場をご利用ください。平

日、都合の悪い方は、4月15日（日）にどうぞ。
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恒
松
さ
ん
（
鮭
）
が
全
国
優
秀
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

第
5
0
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
大
王
谷
中
学
校

3
年
の
恒
松
亜
耶
さ
ん
の
作
品
が
、
中
央
審
萱
の
優
秀
賞
に
当
た
る
全
国
保
護

司
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
7
万
5
9
0
4
通
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は
た
だ
一
人
置
受
賞
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
県
審
査
会

で
は
、
優
秀
賞
に
大
王
谷
中
3
年
の
竹
田
幸
恵
さ
ん
、
地
頭
所
真
衣
さ
ん
、

美
々
津
小
4
年
の
野
別
飛
鳥
美
さ
ん
の
作
品
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

，

亜耶さん

父
，
松

　
　
　
恒

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
こ
の
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
青
少
年
に
日
常
の
家
庭
生

活
や
学
校
生
活
の
中
で
、
非
行
問
題
等

に
関
し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や

体
験
し
た
こ
と
を
作
文
に
し
て
も
ら
お

う
と
平
成
5
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
年

で
8
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
7
月
か
ら
9
月
に
か

け
て
募
集
し
、
全
国
で
小
学
生
－
万
6

6
0
3
点
、
中
学
生
5
万
9
3
0
1
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
中
央
審
査
会

で
は
、
こ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
－
点
と
優
秀
賞
1
4
点
を
選
び
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
恒
松
さ
ん
の
作
品
は
「
身

近
に
あ
っ
て
人
切
な
こ
と
」
。
校
内
駅

伝
大
会
で
選
手
と
し
て
走
っ
て
い
る
と

き
に
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
か
け
ら
れ

た
「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
が
大
き
な

支
え
と
な
り
、
．
兀
気
が
わ
い
て
き
た
経

験
を
元
に
、
言
葉
の
も
つ
力
の
す
ば
ら

し
さ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
中
で
恒
松
さ
ん
は
、
「
言
葉

竹
田
　
幸
恵
さ
ん

弥

は
、
相
手
を
傷
つ
け
る
ナ
イ
フ
に
も
な

る
し
、
心
の
傷
を
い
や
す
包
帯
や
元
気

の
も
と
に
も
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
言

葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
今
度
は
私

が
だ
れ
か
を
支
え
て
あ
げ
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
は
1
月
2
3
日
、
大
王
谷
中
学

校
で
あ
り
、
宮
崎
保
護
観
察
所
の
市
川

清
志
所
長
や
日
向
地
区
保
護
司
会
の
和

田
助
一
会
長
ら
が
「
社
会
全
体
が
、
こ

の
運
動
に
関
心
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
輪

を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
賞
状
や
記
念
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
審
査
会
で
は
優
秀
賞
9
点

が
選
ば
れ
、
県
実
施
委
員
会
委
員
長
賞

に
竹
田
幸
恵
さ
ん
の
「
自
分
．
人
だ
け

じ
ゃ
な
い
」
、
県
保
護
司
会
連
合
会
会

長
賞
に
野
別
飛
鳥
美
さ
ん
の
「
明
る
い

社
会
と
明
る
い
家
庭
」
、
県
更
生
保
護

婦
人
会
連
盟
会
長
賞
に
地
頭
所
真
衣
さ

ん
の
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」
の
作
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。

地
頭
所
　
真
衣
さ
ん

プ

野
別
　
飛
鳥
美
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　曹　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　，　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　曹　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　層　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　一　　一　　　■　　　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　一　　　　一　一　　　　一　　　　一
一　　　　一　　　　■

市長鮪二

一
海
　
の
　
声

⑨山4；係

　
偉
大
な
歌
人
若
山
牧
水
が
と
り

も
つ
縁
で
、
静
岡
県
裾
野
市
在
住

の
牧
水
研
究
家
鈴
木
芳
子
先
生
が

牧
水
ゆ
か
り
の
東
郷
町
、
延
岡
市
、

日
向
市
に
お
い
で
に
な
っ
た
「
の
は

1
9
9
2
年
の
こ
と
。

　
そ
の
と
き
、
日
向
牧
水
顕
彰
会

（
渡
辺
邦
彦
会
長
）
が
先
生
を
心

か
ら
お
も
て
な
し
し
、
昨
年
の
秋

に
は
顕
彰
会
で
裾
野
市
を
訪
れ
、

鈴
木
先
生
と
の
交
流
を
一
段
と
深

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
，

　
こ
の
ほ
ど
、
先
生
が
米
寿
の
記

念
に
描
か
れ
た
「
海
」
の
油
彩
の

大
作
が
顕
彰
会
に
届
け
ら
れ
、
そ

の
絵
に
渡
辺
会
長
は
「
海
の
声
」

と
命
名
し
、
日
向
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
、
牧
水
の
青
春

ロ
マ
ン
の
地
細
島
、
そ
の
支
所
に

展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
牧
水
の
秀
作
「
白
鳥
は
哀
し
か

ら
ず
や
空
の
青
海
の
あ
を
に
も
染

ま
ず
た
だ
よ
ふ
」
の
詩
の
雰
囲
気

が
、
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る

力
作
「
海
の
声
」
を
ぜ
ひ
と
も
ご

鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＼
〉
／

4
1’’，

U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

小
中
学
生
が
将
来
の
日
向
市
を
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
4
次
日
向
市
総
合
計
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

⑭

　
市
は
1
月
2
9
日
、
第
4
次
日
向
市
総

合
計
画
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
1
3
年
度
か
ら
2
2
年
度

ま
で
の
1
0
年
間
の
施
策
や
将
来
像
を
決

め
る
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
口
向
市
の

将
来
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
た
も

の
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
は
小
学
校

1
・
．
2
・
3
年
生
の
部
で
く
ろ
ぎ
か
な

さ
ん
（
塩
見
小
－
年
）
「
川
で
あ
そ
ぼ

う
」
、
小
学
校
4
・
5
・
6
年
生
の
部

◎
O
．
●
O
●
●
●
●
●
・
・
・
・
…
●
・
●
・
…
O
●
●
●
●
●
●
・
・
・
・
・
・
・
…
●
●
・
●
・
●
・
・
O
．
．
．
．
●
・
…
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

世代間交流や生活学習の場に

晃
「

■■■■■■■■■馬司■■瞠．，■
　美々津町別府地区の営農研修センター落成式

が2月Il口、現地で開かれました。別府地区の

公民館は、老朽化が進み、また、地区内の世帯

数も増加してきたことに伴い、平成4年から改

築に向けて取り組んできました。そこで、県の

21世紀を担うむらづくり事業を活用し、農業

の活性化や生活改善の場ともなる営農研修セン

ターを建設したものです。式には、地区民ら約

100人が出席し、建設委員長の黒木治善区長が

「世代間交流や生活学習の場として大いに活用

していきましょう」とあいさつしました。

■　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　o　●　●　●　●　●　■　●　■　●　●　●　●　●　●　o　●　●　・

で
岩
田
．
望
さ
ん
（
富
高
小
4
年
）
「
花

い
っ
ぱ
い
の
未
来
」
、
中
学
生
の
部
で

黒
木
晶
子
さ
ん
（
富
島
中
3
年
）
「
日

向
市
の
公
園
と
道
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
山
本
市
長
が
「
ど
の

作
品
も
み
な
さ
ん
の
思
い
が
よ
く
表
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
思
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
安
ら
ぎ

の
中
に
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
が
実
感
で
き

る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
賞
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
優
良
賞
、
佳
作
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

《
小
学
校
1
・
2
・
3
年
生
の
部
》
▽

優
良
賞
1
1
黒
田
桃
子
（
塩
見
小
3
年
）
、

山
口
唯
（
同
）
、
▽
佳
作
1
1
な
す
ち
か
や

（
同
2
年
）
、
い
き
あ
さ
と
（
同
）
、
佐
藤

麻
衣
（
同
3
年
）

《
小
学
校
4
・
5
・
6
年
生
の
部
》
▽

優
良
賞
1
1
河
野
美
優
（
財
光
寺
小
5
年
）
、

黒
木
星
（
大
王
谷
小
6
年
）
、
▽
佳
作
1
1

鈴
木
恵
利
（
塩
見
小
5
年
）
、
松
木
空
美

子
（
富
高
小
4
年
）
、
華
北
恵
里
（
塩
見

小
5
年
）

《
中
学
生
の
部
》
▽
優
良
賞
1
1
一
政
未

央
（
富
島
中
3
年
）
、
児
玉
裕
美
（
同
）
、

▽
佳
作
1
1
菊
池
健
二
（
同
）
、
木
村
栄
子

（
同
）
、
木
村
一
行
（
同
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　辱　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　，　　　喩　　　一　　　　　　　　　　　一　　一　　　，　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　一　　　一　　　一　一　　　　一　　　　一一　　　　一　　　　一

　
施
設
で
は
、
建
物
の
自
動
火
災
報
知

機
が
正
常
に
作
動
す
る
か
、
正
し
く
消

火
器
が
設
置
し
て
あ
る
か
、
電
気
配
線

等
に
問
題
は
な
い
か
を
確
認
し
た
ほ
か
、

施
設
の
管
理
者
に
設
備
の
取
扱
方
法
や

点
検
方
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
2
4
年
1

月
2
6
日
の
法
隆
寺
の
火
災
を
契
機
に
、

文
化
庁
と
消
防
庁
が
提
唱
し
て
い
ま
す
。

づ噛刄Aー閣■．天＼一一魂’．Ψ．満騨■■lr

文化財の防火査察を実施する消防署員
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婿
迎
式
に
市
民
5
0
0
人

　
プ
ロ
野
球
球
団
・
大
阪
近
鉄

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
春
季
キ
ャ
ン

プ
が
、
2
月
置
日
か
ら
2
7
日
ま

で
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
と
大
王

谷
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
た
の
は
、

梨
田
昌
孝
監
督
を
は
じ
め
、
選

手
、
ス
タ
ッ
フ
ら
約
1
2
0
人
。

南
国
宮
崎
の
暖
か
い
気
候
の

下
、
V
奪
回
に
向
け
て
厳
し
い

練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
歓
迎
式
は
1
月
3
1
日
、
市
役

所
庁
舎
玄
関
前
で
開
か
れ
ま
し

た
。
約
6
年
ぶ
り
の
市
民
あ
げ

て
の
歓
迎
式
と
あ

っ
て
、
5
0
0
人

を
超
す
多
く
の
市

民
が
出
迎
え
ま
し
た
。

　
梨
田
監
督
や
昨
季
打
撃
部
門

2
冠
の
中
村
紀
洋
選
手
ら
を
前

に
、
日
向
市
大
阪
近
鉄
協
力
会

会
長
の
山
本
市
長
が
、
「
充
実

し
た
キ
ャ
ン
プ
と
な
る
よ
う
市

を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
の
で
、

今
年
こ
そ
優
勝
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

　
こ
れ
に
対
し
梨
田
監
督
は
、

「
ぜ
ひ
球
場
に
来
て
選
手
ら
を

激
励
し
て
く
だ
さ
い
。
優
勝
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
こ

た
え
ま
し
た
。

一＝

図
書
に
も
っ
と
窟
を
か
け
て

　
「
障
害
者
の
日
」
記
念
の
つ
ど
い
福

祉
講
演
会
が
1
月
2
3
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
シ
ド

ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技
で
金

メ
ダ
ル
6
個
を
獲
得
し
た
成
田
真
由
美

さ
ん
。
「
自
分
の
可
能
性
を
求
め
て
…
」

と
い
う
演
題
で
、
障
害
を
持
っ
た
と
き

か
ら
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
る
ま
で
の
生

い
立
ち
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

生
き
生
き
と
講
演
し
ま
し
た
。

　
成
田
さ
ん
は
、
「
障
害
と
い
う
壁
を

取
り
払
う
た
め
に
、
私
た
ち
に
も
つ
と

声
を
か
け
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

①
茎
が
サ
ッ
カ
ー
で
墨
編

　
日
向
市
カ
ッ
プ
第
2
6
回
宮
崎
県
小
学

生
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
交
歓
大
会
が
、
お

倉
ケ
浜
総
合
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
す

る
9
会
場
で
2
月
4
日
か
ら
始
ま
り
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

県
内
各
地
か
ら
8
7
チ
ー
ム
約
2
0
0
0

人
が
参
加
。
市
内
か
ら
は
、
大
王
谷
、

日
知
屋
、
日
知
露
里
、
平
岩
、
塩
見
、

財
光
寺
南
、
富
高
の
7
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
の
模
様
は
、
3
月
8
日
午

後
5
時
か
ら
M
R
T
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
ま
す
。
，
、

ゼ
　

O
供
た
ち
の
塁
育
馨
考
き

■広鞭紙に掘載された写翼を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（雪内線2234）まで。

　
第
1
4
回
日
向
市
P
T
A
研
究
大
会
が

1
月
2
1
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
約
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
「
考
え
よ
う
子
ど
も
と
の

　絆
」
を
研
究
主
題
に
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
。

　
開
会
行
事
で
は
、
地
区
内
の
美
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
財
光
小
学
校
6
年
－

組
の
活
動
に
対
し
、
善
行
児
童
の
感
謝

状
を
同
校
に
贈
呈
。
ま
た
、
P
T
A
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
人
や
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
6
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
1
2
年
度
日
向
市
P
T
A
協
議
会

被
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
・
順
不
同
）
。

　
▽
松
浦
成
治
（
富
高
小
）
▽
塩
月
英
次

（
日
知
屋
小
）
▽
芳
賀
博
光
（
財
光
寺
小
）

▽
三
浦
満
（
細
島
小
）
▽
伊
達
宮
子
（
塩

見
小
）
▽
白
川
哲
（
平
岩
小
）
▽
黒
木
直

幸
（
幸
脇
小
）
▽
長
野
征
夫
（
美
々
津
小
）

▽
西
畑
裕
俊
（
大
王
谷
小
）
▽
海
野
晃

（
日
知
屋
東
小
）
▽
大
田
庸
子
（
財
光
寺

南
小
）
▽
三
輪
豊
（
富
島
中
）
▽
児
玉
弘

子
（
岩
脇
中
）
▽
黒
木
福
美
（
美
々
津
中
）

▽
飯
干
義
輝
（
日
向
中
）
▽
山
下
建
司

（
財
光
寺
中
）
▽
興
椙
今
治
（
大
王
谷
中
）

一一い

c
況
だ
っ
た
福
祉
バ
ザ
ー

’

　
2
0
0
1
日
向
市
福
祉
の
つ
ど
い
が

2
月
4
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
約
5
0
0
0
人
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
大
き
な
手
、
小
さ
な
手
、
み
ん
な
で

参
加
、
福
祉
の
輪
」
。
開
場
前
か
ら
多

く
の
市
民
が
詰
め
掛
け
た
福
祉
バ
ザ
ー

に
は
、
約
－
万
点
の
品
物
が
そ
ろ
い
、

日
用
品
や
電
化
製
品
、
衣
類
な
ど
が
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
高
校
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
し
、
ゆ
で
卵
や
焼
き
そ
ば

を
元
気
よ
く
売
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

0
年
の
茜
の
貿
を
襲

‘
｝
2
叢
り
φ

轟
　
平
成
1
2
年
度
中
央
公
民
館
ま
つ
り
が

2
月
9
日
か
ら
1
1
日
ま
で
の
3
日
間
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
央
公
民
館

を
利
用
す
る
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
1

年
間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
り
、
新
た
な
仲
間
を
勧
誘
す
る
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
絵
画
や
書
道
、
生
け
花

な
ど
の
作
品
展
示
、
3
B
体
操
や
舞
踊
、

マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
の
ホ
ー
ル
で
の
発
表

会
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

体
験
コ
ー
ナ
～
や
作
品
バ
ザ
ー
な
ど
が

あ
り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
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翻 転
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで　・

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（盒内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■ひむかどんぐり千年の森づくり

　森・森林は、私たちの生活の源

であり、水を蓄える「緑のダム」
です。

　また、二酸化炭素を固定し酸素

を供給する地球の「肺」として温

暖化防止にも役立っています。つ

まり、森・森林は、人間を含めた

生態系の中心であると言えます。

　今、その森林が、世界で毎年9

00万ha減少しつつあります。

　「日向ふるさとの自然を守る会」

は、自然の保護を目的に平成9年

に結成された団体です．自然環境

が損なわれ、いろいろな環境問題

が生じている昨今、自分たちので

きることとして昨年から森づくり

に取り組んでいます。

　今年も3月18日（日）午前孟0時か

ら、塩見山口地区の市有林で植栽

を行います。この活動にご理解い

ただけるみなさんの参加をお待ち

しています。

　また、森林ボランティアとして

の「どんぐり株主」も募集してい

ます、1株500円で、だれでも

参加できます。この制度により植

栽された森林は、永久に森として

未来に引き継いでいきます。また、

株主名簿も永久保存します。

　これらの活動に協力いただける

人は、日向ふるさとの自然を守る

会会長・野別知秀さん（倉58－

1765）または事務局・大野裕さ

ん（含53－0927）まで。

生涯学習・生きがいづくりの強い味方

人材バンク1≡■佃きらめき八

①指導分野／高齢者問題
②住所・連絡先／原町・君52－5504

③指導曜日・時問／相談のうえ

④謝礼金／無料

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／高齢者クラブ女

性部の活動として、自分たちでできる

ことを取り組もうと、在宅の高齢者へ

の友愛活動や寝たきり等の人への広報・

区報の朗読奉仕などを行っています。

　また、各種団体等の依頼で生きがい

などについてのお話も行っています。

村上喜美子さん（69歳）

ゴ
．
重

田中昭子さん（73歳）

①指導分野／環境問題、リサイクル、

朗読ボランティア　　　　　　　　　　＼
②住所・運絡先／庄千・854－3495

③指導曜日・時間／相談のうえ

④謝礼金／無料

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／ごみ問題やリサ

イクルについては、「みんながやって

いるからいいわ」ではなく、一人目と

りが自分のこと、自分の子や孫のこと

としてもっと関心を持ち、実際に自分

で実行してほしいと思います。

全国訪問「おはなし隊」が

　図書館にやってくる

　
全
国
を
訪
問
し
て
い
る
「
お
は
な
し
隊
」
が
、

楽
し
い
「
お
は
な
し
」
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に

た
く
さ
ん
乗
せ
て
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
「
お
は
な
し
隊
」
は
、
全
国
の
幼
稚
園
・
保

育
園
・
小
学
校
・
図
書
館
・
児
童
館
・
書
店
な

ど
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
巡
回
し
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
を
行
っ
て
い
て
、
2

月
下
旬
か
ら
3
月
下
旬
ま
で
宮
崎
県
内
を
巡
回

中
で
す
。

◇
日
時
1
1
3
月
2
4
日
（
土
）
午
後
2
時
～
2
時
3
0

分
／
お
は
な
し
会
、
午
後
2
時
3
0
分
～
3
時
／

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
i
見
学

◇
会
場
1
1
い
ず
れ
も
市
立
図
書
館

※
当
日
の
午
前
1
0
時
か
ら
は
、
日
知
屋
公
民
館

も
訪
問
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
目
市
立
図
書
館
（
倉
5
4
－
1

9
1
9
）

（y

みんなの広場

r

　
　
　
慢
況
．
■
F
謡
阪
　
p
h

　
　
　
　
　
「
　
二
二
罷
4

　
　
　
　
　
　
蒼
一
語
8
ヨ
●
鷺
璽
．

　
1
月
7
日
－
日
向
市
で
は
、
1
日
早

く
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
式

典
に
参
加
し
、
改
め
て
新
成
人
と
な
っ

た
喜
び
、
厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
成
人
の
日
。
全
国
各
地
で
成

人
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
が
ニ
ュ
ー

ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

常
識
外
れ
た
行
動
を
と
り
、
基
本
的
な

こ
と
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
成

人
式
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
「
新
成
人
者
」

の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
成
人
式
を
迎
え
た
か
ら

と
言
っ
て
、
急
に
成
長
し
た
訳
で
も
な

く
、
知
識
が
増
え
た
訳
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
や
っ
と
大
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
並
ん
だ
ば
か
り
で
す
。
私
も

．＾♪’．

ぼ潔したちの盤

尉ミ．

（
2
0
歳
…
中
堀
町
）

田
中
　
由
佳
さ
ん

　
今
月
号
は
、
1
月
2
3
日
に
行
わ

れ
た
新
有
権
者
意
見
発
表
会
東
臼

杵
地
区
大
会
で
優
秀
賞
に
輝
い
た

作
ロ
ー
。
を
紹
介
し
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
成
人
を
目
指
し
て

周
り
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
子
供
。

し
か
し
、
善
悪
の
判
断
を
つ
け
、
責
任

感
と
自
分
の
意
思
を
持
ち
、
し
っ
か
り

と
進
ん
で
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
4
月
か
ら
保
育
士
と
し
て
、

市
内
の
保
育
園
で
現
場
に
立
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
あ

こ
が
れ
続
け
て
き
た
保
育
士
。
そ
れ
が

今
、
よ
う
や
く
夢
か
ら
現
実
の
も
の
へ

と
移
行
し
始
め
ま
し
た
。

　
私
が
保
育
士
と
し
て
子
供
た
ち
の
前

に
立
っ
た
と
き
、
子
供
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
「
思
い
や
り
の
あ
る

心
」
「
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
心
」
の
二
つ
で
す
。

　
「
何
だ
、
そ
ん
な
こ
と
か
…
」
と
思

わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
の
時
代
、
自
分
以
外
の

人
・
物
に
対
し
て
思
い
や
る
と
い
う
心

が
欠
け
て
い
る
人
や
気
持
ち
の
よ
い
あ

い
さ
つ
が
で
き
な
い
大
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
子
供
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
私
自
身
が
、
子
供
た

ち
の
よ
い
手
本
と
な
れ
る
よ
う
、
常
識

を
守
り
、
基
本
的
な
こ
と
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
大
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち

か
ら
、
そ
し
て
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る

ご
く
普
通
の
大
人
と
し
て
、
社
会
で
活

躍
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
↓
部
省
略
）

　　黒木　信司さん（24歳：原町）

　　　平成ll年4月から市社会福祉

0協議会に勤務し、ボランティア

　　と福祉教育を担当しています。

　　いろいろな人と出会えるのが楽

　　しみです。これからは、少しで

　　も多くの人に、ボランティアに

　　興味を持ってほしいと思います。

ノ　　　　や

r　，、

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
倉
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

服部　恵里さん（22歳：迎洋園）

　昨年5月から日知屋保育所の

臨時保母として働いています。

小さいころからあこがれていた

職業なので、楽しく働いていま

す。来年、子供が生まれます。

元気で丈夫な赤ちゃんが生まれ

てくることを期待しています。
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市

平
成
1
3
年
度
奨
学
生
の
募
集

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

◇
対
象
1
1
学
校
教
育
法
で
定
め

る
大
学
・
短
大
⊥
局
校
（
中
等

学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
）
　
・

高
等
専
門
学
校
及
び
各
種
学
校

に
在
籍
す
る
人

◇
定
員
1
1
若
干
名
（
6
月
下
旬

に
選
考
委
員
会
で
決
定
）

◇
貸
付
額
1
1
高
校
生
／
月
額
－

万
円
、
大
学
・
専
門
学
校
生
／

月
額
2
万
円

◇
貸
付
期
間
1
1
奨
学
生
の
在
籍

す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◇
資
格
1
1
①
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
引
き
続
き
1
年
以
上
本
市

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

②
学
業
・
品
行
と
も
に
優
秀
か

つ
健
康
で
あ
る
こ
と
、
③
学
費

の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

◇
償
還
方
法
1
1
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

◇
償
還
期
間
1
一
貸
付
の
終
了
し

た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
6

か
月
を
経
過
し
た
後
、
貸
付
期

間
に
相
当
す
る
期
間
内

◇
提
出
書
類
1
1
①
奨
学
生
願
書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　’　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　冒　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　’　　　　邑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　幽　　　　一一

（
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
）
、
②
奨
学
生
推

薦
調
書
、
③
最
終
学
年
学
業
成

績
証
明
書
、
④
保
護
者
の
平
成

U
筆
工
の
所
得
証
明
書
・
平
成

12

N
度
分
の
資
産
証
明
書
、
⑤

連
帯
保
証
人
（
2
人
）
の
平
成

12

N
度
分
納
税
証
明
書

◇
受
付
期
間
1
1
3
月
－
日
（
木
）

～
4
月
2
7
壷
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
日
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
實

内
線
2
4
1
3
）

※
前
記
奨
学
金
制
度
の
ほ
か
に

労
働
金
庫
日
向
支
店
に
委
託
し

て
い
る
教
育
資
金
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
の
融

資
額
は
、
1
人
に
つ
き
1
5
0

万
円
以
内
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
日
向

支
店
（
實
5
2
1
6
1
3
1
）
へ
。

重
度
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

◇
対
象
1
1
身
体
障
害
者
手
帳
の

「
1
級
及
び
2
級
」
ま
た
は
療

育
手
帳
の
「
A
」
を
所
持
し
て

い
る
人
で
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
人

◇
助
成
内
容
1
ー
タ
ク
シ
ー
基
本

｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　胃　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　－　　　　一　　　　■一

料
金
券
を
年
間
1
5
枚

◇
交
付
場
所
1
1
市
福
祉
事
務
所

障
害
福
祉
係
1
6
番
窓
口

◇
交
付
日
時
1
1
4
月
2
日
～

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
手
続
き
は
代
理
の
人
で
も
可

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
福
祉
事

務
所
障
害
福
祉
係
（
8
内
線
2

1
7
1
）

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
促
進

高
速
道
の
整
備
促
進
に

ご
理
解
と
こ
協
力
を

　
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
2
1
世
紀
に
お
け
る

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
現
在
、
県
民
一
丸
と
な
っ

て
早
期
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
最
近
、
東

九
州
自
動
車
道
の
建
設
予
定
地

に
お
い
て
、
樹
木
の
新
た
な
植

栽
等
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
行
為
は
、
高
速
道
路

の
完
成
を
遅
ら
せ
、
公
益
の
面

か
ら
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
用
地
の
買
収
は
、
土

地
と
物
件
と
を
同
時
に
行
い
ま

す
の
で
、
物
件
の
交
渉
が
長
期

化
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
に
土
地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　一　　　冒　　　　π
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　一　　　　一一

を
貸
し
て
い
る
地
権
者
に
お
い

て
は
公
共
事
業
に
お
け
る
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
事
業
予
定
地
内

の
地
権
者
及
び
関
係
者
に
お
い

て
は
、
樹
木
の
植
栽
や
建
築
物

の
建
築
等
の
た
め
に
土
地
を
貸

し
た
り
、
自
ら
行
っ
た
り
し
な

い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
県
土
木
部

高
速
道
対
策
局
（
盈
0
9
8
5

1
2
6
－
7
2
0
0
）
ま
た
は
市

東
九
州
自
動
車
道
建
設
対
策
室

（
容
内
線
2
3
4
2
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
学
生
特
別
保
険
証

こ
の
時
期
、

入
世
帯
で
、

大
学
・
各
種
学
校
な
ど
に
入
学

す
る
人
の
た
め
に
、
家
族
の
保

険
証
と
は
別
に
学
生
特
別
保
険

証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
特
別
保
険
証
が
必
要
な

人
は
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
市

民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
保
険

高
校
・
大
学
等
に

進
学
す
る
人
へ

卒
業
、
入
学
の
季
節
で
す
。

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
加

　
　
　
　
4
月
か
ら
高
校
・

、亀
．

3
月
の
相
談

おしらせ

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
3
月
1
6
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
．
0
～
4
”
0

　
　
　
　
　
エ
　
ゆ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
3
月
1
5
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

　
申
込
先
■
市
民
課
（
雪
内
線

　
　
2
正
3
9
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
3
月
1
3
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
…
0
～
5
。
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
エ
　
ロ
　

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
心
身
障
害
者
相
談

　
と
　
き
■
3
月
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
…
0
～
2
”
0

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
エ
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
タ
i
（
倉
5
2
－
5
4
3
4
）

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
市
民
の
声
ポ

ス
ト
を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
意
見
等
に
は
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

⑰…身元髄・断・闘・を推進・て

証
・
在
学
証
明
書
（
お
急
ぎ
の

場
合
は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は

入
学
許
可
証
で
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
後
日
必
ず
在
学
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
今
年
3
月
卒
業
す
る

人
は
、
学
生
特
別
保
険
証
の
有

効
期
限
が
3
月
3
1
日
で
切
れ
ま

す
の
で
、
保
険
証
を
返
却
す
る

と
と
も
に
、
次
の
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
人
》

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
家
族

が
持
っ
て
い
る
保
険
証

《
社
会
保
険
な
ど
そ
の
他
の
保

険
に
加
入
し
た
人
》

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
家
族

が
持
っ
て
い
る
保
険
証
・
新
し

く
加
入
し
た
社
会
保
険
証
等
ま

た
は
そ
の
写
し

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
盤
内

線
2
1
3
4
）
へ
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行

い
よ
い
よ
4
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

さ
れ
た
特
定
の
家
電
製
品
の
有

用
な
部
分
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
資

源
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
す

る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
、
4

月
－
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　一　　　　一　　　　一　一　　　　　　　　一一　　　　■　　　　一

　
今
ま
で
は
、
市
の
破
砕
施
設

に
直
接
持
ち
込
ま
れ
て
処
理
さ

れ
て
い
た
家
電
製
品
の
う
ち
、

特
定
家
電
4
品
目
は
4
月
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
消
費
者
が
費
用
を
負

担
し
、
小
売
店
が
収
集
・
運
搬

し
、
メ
ー
カ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル

を
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
一

つ
で
も
欠
け
た
ら
、
こ
の
制
度

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、

こ
の
新
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
品
目
1
ー
エ
ァ
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

◇
捨
て
る
と
き
1
1
対
象
家
電
品

を
購
入
し
た
小
売
店
に
連
絡
を

◇
買
い
替
え
る
と
き
匹
製
品
を

買
お
う
と
し
て
い
る
小
売
店
に

連
絡
を

◇
費
用
負
担
1
1
消
費
者
が
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・
運
搬
料

金
を
負
担

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
環
境
整

備
課
（
盆
内
線
2
6
6
1
）

一
　
平
成
1
3
年
春
孕
全
国
火
災
予
防
運
動

　
火
を
つ
け
た
　
あ
な
た
の

　
頃
日
最
後
ま
で

　
平
成
1
3
年
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
、
3
月
－
日
か
ら
7

日
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
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今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
火
を

つ
け
た
　
あ
な
た
の
責
任
　
最

後
ま
で
」
。
特
に
、
「
住
宅
防
火

対
策
の
推
進
」
「
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進
」
「
林
野
火
災

予
防
対
策
の
徹
底
」
「
乾
燥
時

及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止

対
策
の
推
進
」
を
重
点
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
な
い
、
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
予

防
運
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

宮
崎
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

取
り
扱
い
業
務
が

追
加
さ
れ
ま
す
　
，

　
宮
崎
地
方
法
務
局
「
日
向
出

張
所
」
は
、
今
年
4
月
－
日
か

ら
「
日
向
支
局
」
に
変
更
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
「
延
岡
支
局
」

で
取
り
扱
っ
て
い
る
業
務
の
一

部
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
日
向
支
局
で
新
た
に
追
加
さ

れ
る
取
り
扱
い
業
務
は
、
日
向

市
及
び
門
川
町
、
東
郷
町
、
南

郷
村
、
西
郷
村
、
北
郷
村
、
諸

塚
村
、
椎
葉
村
の
戸
籍
事
務
、

供
託
事
務
、
人
権
擁
護
事
務
の

3
つ
の
事
務
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
地
方
法
務

局
日
向
出
張
所
（
雪
5
2
1
2
9

4
4
）
へ
。

あなた ﾏ震器会i税金一［1メモi戦ぎ窒Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　父親の育児参加は、遊び相手：　　所得証明が必要な人へ　　　：Q．間もなく市外に転出するの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

になったり、入浴させたりする：　今年も、平成13年度の市県民：ですが、年金について何か手続

だけで、日々の子育ては母親が：税の申告を3月15日まで受け付：きが必要でしょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

責任を持つのが当然と思ってい：けています。　　　　　　　　　：A．現在、国民年金に加入中の

ませんか。二人の子供です。子：　収入のない人については、市：人は、転出届の際にお渡しする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

育ての喜びだけでなく苦しみも：県民税は課税されませんので、：「国民年金加入状況連絡票」を
二人共有のものです。　　　　　：申告をする必要はありませんが、：転入する市区町村の年金係に提
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、育児だけでなく、介護：健康保険加入、学校や奨学金、：出してください。異動した月か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
も女性の役割となっていること　・福祉関係の申請時に所得証明が・ら新しい住所地で年金保険料を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が多いようです。力を必要とす：必要な人は、収入がなくても申：納付することになります。　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ることがあったり、代わってく・告をする必要があります。　　・　また、年金受給中の人は、住
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れる人がいなかったり、介護に：　．申告は、原則として本人に限：民異動届とは別に、年金の住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携わる人は大変です。妻や女の：られます。申告相談所開設日程：変更届が手続きが必要です。転

子だけでなく、夫や男の子も共：表については「広報ひゆうが2　：入先の年金係に年金証書、印鑑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に担うことが必要です。　　　：月号」をご甘ください。　　　：を持参してください。

0120－86－4388）■市民なんでも相談ホットライン（賊55－9111
75
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

確
認
し
て
く
だ
さ
い

今
年
の
評
価
額

市
は
、
市
内
の
土
地
、
家
屋

及
び
償
却
資
産
を
そ
の
所
有
者

ご
と
に
ま
と
め
た
「
固
定
資
産

課
税
台
帳
」
を
毎
年
作
成
し
、

1
月
－
日
現
在
の
評
価
額
を
登

録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
、
3
月

1
口
か
ら
2
1
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
と
は
、
そ
の
登
録
さ
れ

た
事
項
を
納
税
者
自
身
に
確
認

し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　
縦
覧
は
、
固
定
資
産
の
所
有

者
か
、
そ
の
同
居
の
家
族
、
納

税
管
理
人
ま
た
は
納
税
義
務
者

の
委
任
状
を
持
っ
た
人
で
な
け

れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。

◇
会
場
1
1
市
税
務
課
及
び
細

島
・
岩
脇
・
美
々
津
支
所

◇
期
間
1
1
市
税
務
課
／
3
月
1

日
～
2
1
日
（
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
及
び
祭
日
は
除
く
）
、
各

支
所
／
3
月
5
日
～
7
口
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勤労青少年のみなさん、何かやってみょうがなと思ったら

ホームの教養講座へ
　ホームの教養講座は、働く青少年が余暇活動の中で教

養や知識を身につけるとともに、お互いの親睦を深め豊

かな人間性を育てることを目的としています。

　ホームでは、平成13年度前期教養講座（平成13年4月

～9月）の受講生を次のとおり募集します。

◇開講式＝4月6日（金）午後7時／青少年ホーム

◇受講料＝無料（ただし、材料代等は自己負担）

◇応募資格＝市内に居住または勤務する勤労青少年（職

業訓練校生、求職中の方、家内労働者を含む）

◇応募方法＝3月31日までにホーム利用証交付申請書に

傷害保険料500円と前期友の会費500円（6か月分）

を添えて、ホームに申し込んでください。申請書は、ホ

ーム1階事務室にあります。

◇問い合わせ先＝日向市勤労青少年ホーム（智昼間／内
線2811、夜間／52－2115）

いけ花教室
i池の坊）

6か月

，轟　　　　旨　邑3　藺1…　8　　　≡　　　　1間　　　馨

@　　　　　　　　月曜日 35人
午後6時30分～9時

P回500円

絵画教室 〃 〃 15人
午後6時30分～9時

ｹ具は個人で準備

料理教室 〃 火曜日 35人
午後6時30分～9時

ﾞ料代（1回500円程度）

茶道教室 〃 〃 25人
午後6時30分～9時

I子代（1回500円程度）

着付け教室 〃 水曜日 25人
午後6時30分～9時

�ｨ類は個人で準備

スポーツ教室
iバドミントン）

〃 〃 60人
午後7回目9時30分

H根代（ラケットは個人準㈲

スポーツ教室
@（テニス）

〃 金曜日 20人
午後7時～9時30分

zール代（ラケットは個人準㈲

陶芸教室 〃
木曜日
i第2・第4）

30人
午後7時～9時
ﾞ料代（1回700円程度）

いけ花教室
@（小原）

〃 金曜日 35人
午後6時30分～9時

ﾞ料代（1回500円程度）

ゴルフ教室 〃 木曜日 10人
午後7時～9時

zール代個人負担

※自主クラブとして、「ミニバレーボール」があり、随
時募集しています。

ス
ボ
ー
ッ
安
全
保
険
の
加
入

万
一
の
事
故
に
備
え
て

　
平
成
1
3
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
受
付
が
、
3
月
5
日

過
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
子
供
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
掛
け
金
は
、
子
供
や
文
化
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

動
の
団
体
が
1
人
年
額
4
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

円
、
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
8
0

幅
戯
難
聴
尉
躍
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

す
。
加
入
依
頼
書
は
、
市
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

体
育
課
に
あ
り
ま
す
。
前
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

の
加
入
団
体
に
つ
い
て
は
、
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
詳
し
く
は
、
働
ス
ポ
ー
ツ
安
皿

σ

全
協
会
宮
崎
県
支
部
（
監
0
9

8
5
1
5
5
1
3
1
3
6
）
へ
。

4「

手
話
奉
仕
員
養
成
請
座
の
受
壬
生

手
話
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
平
成
1
3
年
度
の
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
日
ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
、
福
祉
に
興
味
の
あ
る
人
な

ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

…　
　
あ
な
た
も
手
話
を
学
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
耳
の
不
自
由
な
人
と
の
す
て
き

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

一　
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
◇
対
象
H
1
5
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

一　
◇
期
間
1
1
平
成
1
3
年
4
月
～
平

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
成
1
4
年
3
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

」　
◇
開
講
式
1
1
夜
の
部
／
4
月
1
2

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
日
（
木
）
午
後
7
時
～
9
時
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
後
毎
週
木
曜
日
）
、
昼
の
部
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…　4
月
1
6
日
（
月
）
午
前
1
0
時
～
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

「　
時
（
以
後
毎
週
月
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

碗
購
隷
雛
型

ゆ

不
自
由
な
人
と
の
交
流
な
ど

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
等
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
代
金
と
し
て
3
5
0
0

円
が
必
要
）

◇
申
込
先
1
1
市
福
祉
事
務
所
障

害
福
祉
係
（
監
内
線
2
1
7
1
）

男
女
共
同
養
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム

利
用
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
現
在
、
日
向
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
3
階
に
開
設
し
て
い
ま

す
「
さ
く
ら
館
」
は
今
年
7
月
、

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
レ
ス

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（倉52－2000）へ

おしらせ・ぼしゅう・もよおし

ト
ラ
ン
跡
と
交
流
室
を
改
装
整

備
し
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
」
と
し
て

移
転
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
施
設
の
開
設
に
あ
た
り

市
は
、
施
設
の
機
能
拡
充
を
図

る
こ
と
で
、
諸
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
利
用

も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間
1
1
3
月
－
日
（
木
）

～
3
0
押
金
）

◇
応
募
条
件
1
1
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　
　
◎

社
会
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
活
性
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

※
た
だ
し
、
公
共
ま
た
は
公
共

的
施
設
内
に
活
動
の
拠
点
を
有

せ
ず
、
政
治
的
、
宗
教
的
な
活

動
に
属
し
な
い
団
体
・
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
こ
と

◇
使
用
料
等
1
ー
ル
ー
ム
の
使
用

は
原
則
無
料
の
予
定
で
す
が
、

管
理
・
運
営
（
消
耗
品
・
通
信

費
等
）
に
つ
い
て
は
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
負
担
と
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
一
1
市
企
画
課

（
雪
内
線
2
2
2
0
）

甫

一
　
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い

　
お
笑
い
の
中
か
ら

　
見
つ
め
て
み
よ
う
人
権

　
「
ま
い
ど
お
お
き
に
文
喬
で

す
」
。
今
年
の
「
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
市
民
の
集
い
」
は
、

落
語
家
の
「
桂
文
喬
」
さ
ん
を

招
い
て
『
お
笑
い
人
権
高
座
』

を
開
き
ま
す
。

　
「
自
分
自
身
を
愛
さ
な
い
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
自
ら
の

　
　
●

人
格
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
の
人
格
も
認
め
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
す
ま
す
複
雑

に
な
る
世
の
中
、
隣
人
を
愛
し
、

豊
か
な
心
で
生
き
て
い
き
た
い

も
の
で
す
」
（
文
喬
）
。

　
楽
し
く
、
そ
し
て
ピ
リ
ッ
と

辛
口
の
利
い
た
文
人
さ
ん
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
人
権
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
1
1
3
月
1
0
日
（
土
）
午
後

6
時
3
0
分
～

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
演
題
け
お
笑
い
人
権
高
座
～

考
え
よ
う
！
こ
と
ば
と
人
権
～

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
企
画
課

（
0
内
線
2
2
1
7
）

い

b

桂文喬さん

第
3
回
美
々
津
手
漉
き
和
紙
購
座

学
び
ま
せ
ん
か

美
々
津
手
漉
き
和
紙

長寿定期乗車券を更新します

　市は、長寿定期乗車券（バス券）の更新を次の日

程で行います。手続きは、代理の方でもかまいませ

ん。現在お使いの乗車券は、3月31日までしか使

用できませんのでご注意ください。

　指定された日に都合の悪い方は、3月29日（昼

休みを除く午前8時30分～午後5時）以降に、市

高齢者あんしん対策室・高齢者福祉係（庁舎西側：

市民健康管理センター1階）へお越しください。

　また、今のところバス券の必要でない方は、4月

以降でも必要になったときに写真と印鑑をお持ちい

ただければ、即日交付できます。

　詳しくは、市高齢者あんしん対策室・高齢者福祉

係（国内線2168）へ。

畏寿定期乗車券更新日程表

ρ

時間 午前10時～11時30分 午後1時30分～3時

日程 場　所 地　　　区 場　所 地　　　区

3月

P9日

i月）

塩見農村

w人の家
塩見全区

老人福祉

Zンター

i春原町）

冨高地区・北町・

s町・上町・本
｠「・中町・南田J

2旧
i水）

B知屋

�ｯ館

永江・江良・公園

ﾊり・櫛の山団地

日知屋

�ｯ館

新生田J・原町・高

ｻ町・平野・中堀

@町・山手町
22日

i木）

切島山一

謖�ｯ館

切島山1区・2区・松原・秋留・向洋台・山の田

五十尊

_　社

比良・川路団地・長江団

n・山下・往還・澗

23日

i金）

細　島

�ｯ館

堀一方・曽根田J・幡

Y・古田・浜呵・伊

ｨケ浜・深溝・塩田

細　島

�ｯ館
細島地区

26日

i月）

庄　手

�ｯ館

日向台・開手・

＊ﾘ・大王谷

向江田J

�ｯ館
鶴『亀崎・向江町

27日

i火）

南日向

Rミュニテ

Bセンター

　平岩地区
i秋留・向洋台・

Rの田を除く）

28日

ﾚ水）

美々津
V人福祉

Zンター

遠見・幸脇・飯
J・宮の下・高

ｼ・落鹿・駅通り

美々津
V人福祉

Zンター

石並・新田J・

､縫・別府・

@瀬・田の原

※期間中は、市役所での受付はできません。

※手続きには、①印鑑（朱肉を必要とするもの）、②写

真（昨年更新していない人及び新規の人）が必要です。

　
市
は
、
美
々
津
手
漉
き
和
紙

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
美
々
津
手
漉
き
和
紙

講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
第
3

回
目
と
な
る
今
回
は
、
民
具
研

究
の
第
一
人
者
・
泉
房
子
さ
ん

の
講
演
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
闘
3
月
1
8
日
間
日
）
午
前

10

栫
`

◇
会
場
1
1
日
知
屋
公
民
館

◇
講
師
1
1
泉
房
子
さ
ん
（
宮
崎

公
立
大
学
講
師
）

◇
演
題
旺
「
モ
ノ
づ
く
り
の
文

化
～
和
紙
を
漉
く
」

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
1
1
3
月
1
6
日
前
金
）

ま
で
に
市
社
会
教
育
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
1
0
0
人
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
社
会
教

育
課
（
a
内
線
2
4
2
5
）

77



r

◎

一政愛里ちゃん
裕己・恭子（花ケ丘）

儀乳幼児健診
■3か月児健診＝日時／3月9口（金）、23口（金）、

対象／平成12年12月生まれ

■7か月児健診＝日時／3月16日（金）、対象／平

成12年8月生まれ

■1歳児健康相談＝日時／3月13口（火）、対象／

平成12年2月生まれ

■1歳6か月児健診＝日時／3月8日（木）、対

象／平成II年8月生まれ

■3歳児健診＝日時／3月2日（金）、対象／平成

9年8月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か赤児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

識すくすく教室
◇日時＝3月27日（火）午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容一①栄養士との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同士の交流会など

栄作・由紀子（松原）

甲斐優香ちゃん
慎吾・知子（新生町）

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの；母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。

儀パパママ教室
◇日時＝①3月13日（火）、②27日（火）午後7時～

◇対象＝出産を迎えるパパとママ

綴簾翻㌶鰯窩繍・．鴛霜灘●
士）、パパとママのための栄養の知識など

◇会場＝日向市民健康管理センター

◇申込方法＝開催日の1週間前までに氏名、連絡

先を市民健康管理センターまでご連絡ください。

噸L胃がん・子宮がん検診

　「検診を受けてがんと言われたらどうしょう」。

そんな不安はありませんか。検診では、がんだけ

が発見されるものではありません。例え、がんが

発見された場合でも早期の段階が多く、元気に社

会生活を営んでい
る人は大勢います。

　市は現在、春季

の胃・子宮がん検

ヘルシークッキング

79

q恥3月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス
　　　（君53－1214）で確認を1

4日

黒木医院（内a52－6055）　萩原眼科（眼實63－7222）　山元医院

i小児麩53－6066）大平医院（整外・リウ・内・リハ燈52－3337）

ﾆ村内科（内・循環055－0600）

11日
甲斐医院（外・胃腸巷53－5000）　児玉小児科医院（小児盈52－

Q530）太陽クリニック（内・消化・呼吸倉56－0030）

18日

和田病院（内・外・脳外・リハ・整外052－0011）　緒方医院

i内・小児燈53－6333）　田中眼科（眼實52－4009）　くろき胃腸科

煢ﾈ（胃腸・内倉55－0505）

20日

三股病院（内・外・整外・胃腸・麻酔燈58－0034）　尾崎眼科（眼

q52－5600）　今給黎医院（内・循環實54－2459）　寺尾医院（産婦

≠U3－1447）

25日

渡辺病院（産婦・泌尿倉57－1011）　天生堂医院（内・整外・麻

戟Eリハ053－8910）こどもク1」ニッタたしろ（小児費56－1515）

枢x医院（皮倉52－5522）　　　　　　　　　　　　　　　　　1

にんじんと

　　　パセリのきんぴら
《材料・4人分》

にんじん　　　　　100g

パセリ　　　　　　2枝
サラダ油　　　大さじ1

　砂糖　　　　小さじ1
　しょうゆ　　　小さじ2

　酒　　　　　　小さじ2
《作り方》

①にんじんは皮をむいて、

3～4cm長さの千切りに
する。

②パセリは、粗く刻む。

③鍋にサラダ油を熱してに

んじんを妙め、しんなりし

たら、調味料を加えて汁気
がなくなるまで噛りつける。

④最畿にパセリを散らす。

エネルギー　　　　43Kcal

塩分　　　　0．5g（1人分）

A
σ　　焼

●

　　姦／／8・

門内龍馬くん
哲也・初代（花ケ丘）

　　　　　竃㌦

彪惹
1＝

福島佳奈ちゃん
健自・和子（向江町）

診の申し込みを受け付けています。対象地区は、

塩見・財光寺・平岩・南部地区です。申込者には

後日、はがきで個別に通知します。早期発見・早

期治療のためにも、ぜひ検診を受けましょう。

　申込先は、市民健康管理センター（a内線
2181、破56－1423）へ。

　　q恥小学校卒業前の予防接種

●◇対象＝乳幼児期に3種混合（ジフテリア・百日

　　咳・破傷風）を3回以上もしくは2種混合（ジフ

　　テリア・破傷風）を2回以上接種している小学校

　　6年生（母子手帳で確認してください）

　　※乳幼児期に規定の接種を受けていることが必要

　　です。

　　◇接種方法＝平成13年3月31日までに、病・医

　　院で個別に接種することになります。前日までに

　　予約をして受診してください。

　　噸しさまざまな「こしょく」

　　　今の子供たちの食事の実態について。「こ食」

　　という言葉が使われています。この「こ」という

　　言葉には、いろいろな意味があります。

し、「孤食」…ひとりで食べる

　　「個食」…自分の好きなものを各々が食べる

　　「固食」…自分の好きな決まったものしか食べな

　　　　　　い
　　「小食」…食べる量が少ない

　　　このような「こ食」は、体に悪影響を及ぼすだ

　　けでなく、子供たちの精神面にもさまざまな影響

　　を与えることになります。

　　　子供たちと一緒に、食べることの大切さや楽し

　　さについて考えてみましょう。

q恥3月の献血日程

日向保健所 9：30～11：0016日（金

Q3日（金

日本ハム 12：30～16：00

日向市役所 8130～13；30

和病院 14：00～16；00

」｝一 ＝＝

@
　
量
＝

＝二　　，

テレホンサービス σ
倉53－5857

日向市保育協議会　　　　“

2／26（月） 庭のしつけと学校のしつけ

～ （1）家庭と学校のしつけの違い

i2）しっけの重複と食い違い
3／4（日） （3）しつけの違いにとまどうときは

3／5（月） よい親の条件

～
（1）子供は親の鏡

i2）よい親とは
3／11（日）

（3）よい親・10の条件

3／12（月） ’親の役割

～
（1）父親不在とは

i2）大切な心の交流
3／18（日） （3）子供の成長に大切な親

3／19（月） 「PTA」について理解する

～
（1）PTAとは

i2）PTAのねらいは
3／25（日） （3）PTA本来の活動とは

3／26（月） 5歳児は幼児期の完成期

～ 1）やることがしつかりしてくる

Q）家庭以外の入とつきあいを持つようになる
3／31（日） 3）大人らしくなってくる。しかし、まだ子供

1月中の交通事故

日向市分 ）内前月比
人身事故 死　亡　　負傷者　丁丁事故

40件 0人　　46人　　90件
（一24） （一1）　　（一37）　　（一26）

～止まって確認！無事故に挑戦～

日向市の人ロと世帯
（H13．2．1．現在）

人　ロ 59，159人　〈＋43＞

男 27，828人　〈＋23＞

女 31，331人　〈＋20＞

世帯数 21，788世帯　〈＋24＞

転　入 179人　　転　出　149人

出　生 58人　　死　亡　　45人

面　積 11734㎞i
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3
月
の
声
が
聞
か
れ
る
と
、
市
内
各

所
で
早
期
水
稲
の
準
備
が
始
ま
り
、
水

ぬ
る
む
こ
ろ
田
植
え
と
な
り
ま
す
。

　
水
稲
に
は
水
が
欠
か
せ
ず
、
昔
か
ら

米
作
り
は
水
確
保
の
歴
史
で
し
た
。
梅

雨
期
に
田
植
え
が
行
わ
れ
、
年
に
よ
っ

て
は
雨
が
少
な
く
、
干
ば
つ
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
記
録
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
全
国
各
地
に
た
め
池
が
作
ら
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江戸時代末期に築造された庄手のため池

シ
リ
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ズ
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手
の
た
め
池

れ
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
奈
良
時
代

の
大
宝
年
間
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

　
市
内
に
も
水
を
確
保
す
る
た
め
に
各

所
に
た
め
池
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
二

手
の
た
め
池
は
庄
手
川
の
上
流
に
江
戸

時
代
の
末
期
に
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
池
の
南
端
の
記
念
碑
に
は
正
面
に
奉

寄
進
水
神
明
王
、
嘉
永
6
年
巳
正
月
吉

日
と
あ
り
、
台
座
に
は
庄
屋
、
年
寄
、

大
世
話
人
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
堤
の

長
さ
5
0
メ
ー
ト
ル
弱
で
、
池
の
広
さ
は

お
よ
そ
4
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
推

定
水
量
は
2
0
0
0
0
立
法
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
築
堤
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
多

く
の
人
た
ち
の
協
力
で
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
地
元
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

遠
く
は
山
陰
や
西
門
川
か
ら
も
加
勢
が

来
て
い
た
そ
う
で
す
。
当
然
、
か
の
地

で
た
め
池
作
り
が
あ
る
と
庄
手
の
人
た

ち
が
加
勢
に
行
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

「
か
て
り
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
堤
は
、
1
5
0
年
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
木
が
一
本
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
木
が
強
風
で

あ
お
ら
れ
る
と
堤
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
ひ

い
て
は
豊
強
に
つ
な
が
る
の
で
、
必
ず

■
殉
．

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

切
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
堤
の
端
に
は
た
ま
っ
た
水
が
あ
ふ
れ

て
流
れ
て
い
く
水
越
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
が
少
な
く
な
る
と
パ

イ
プ
を
利
用
し
、
庄
手
川
に
落
と
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
3
0
年
代
こ
ろ
ま
で
は
、
こ
の
た

め
池
に
よ
っ
て
二
手
地
区
の
水
田
8
4

0
ア
ー
ル
が
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
減
反
政
策
等
で
7
0
ア
ー

ル
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
梶
木

地
区
で
は
、
今
で
も
1
7
0
0
ア
ー
ル

ほ
ど
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
、
土
木
技
術
等
の
進
歩
に
よ

っ
て
水
の
供
給
や
管
理
が
容
易
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
め
池
は
1
世
紀
半

の
長
い
時
を
越
え
て
、
今
で
も
立
派
に

そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎
取
材
協
力

　
　
黒
木
高
美
さ
ん
（
7
2
歳
”
縄
手
）

　
市
史
部
さ
ん
室
（
雪
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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先
日
、
広
報
に
掲
載
し
た
写

真
を
送
っ
た
人
か
ら
お
礼
の
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、

自
分
の
子
供
が
生
ま
れ
た
昭
和

60

N
か
ら
ず
っ
と
広
報
紙
を
保

存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
昔
は
白
黒
だ
っ
た
の
に
、
今

は
表
紙
も
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
随

分
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ず
っ

と
保
存
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
広
報
の
歴
史
が
は
っ
き

り
と
分
か
る
ん
で
す
ね
。

　
日
向
市
も
今
年
で
5
0
歳
。
市

の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
祝
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
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